
O
円
〉
児
童
二
五
円
(
二
O
円
)
に
改

正
し
ま
し
た
。

土
地
区
画
整
理
費

六

O
O万
円
を
計
上
し
、
保
留
地
処

分
金
を
も
っ
て
収
入
に
あ
て
、
火
災
復

興
地
区
内
の
公
共
施
設
の
整
備
を
す
す

め
ま
す。

い
一一一ーー ま

す

を
計
上
し
ま
し
た
。

発行所

富山県魚津市役所
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東
部
中
~ 
寸 A

校
西
布
を施
分
廃校

人口のうごき

出生 75人
死主 25人
婚姻 26組
離婚 8件

魚津市荒町

小浜印刷所

住

宅

住
宅
建
設
費
で
は
、
簡
易
耐
火
構
造

平
家
建
の
公
営
住
宅
、
第

一
種

一
O
戸

(
建
坪
三
七
平
方
メ
l
ト
戸
)
と
第
二
種

一
O
戸

(建
坪
三
一
平
方
メ
ー
ト
ル
'
〉

を

て
四
二
三
万
円
で
建
て
ま
す
。

特
別
会
計

(第200号〉

止

国
民
健
康
保
険

直
営
診
療
施
設
費
を
含
め
、
六
、
九

二
四
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
最
近
療

養
給
付
費
が
ふ
え
て
い
る
関
係
か
ら
訂

年
度
に
比
べ
M
%の
支
出
増

を
見
込

み
ま
し
た
。
任
意

給

付

(
助
産
費
、

葬
祭
賞
)
の
給
付
額
を
五

O
O円
増
額

し

て

五

O
O
円
と
し
ま
し
た
。
一
方

保
険
税
は一

世
帯
当
り
五
、
二

O
O円

に
引
上
げ
収
支
の
均
衡
を
は
か
り
ま
し

た。

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
や
、
生
徒
、

父
兄
の
希
望
も
あ
り
、
同
校
の
廃
止
期

限
を
一
年
く
り
あ
げ
て
、
お
年
3
月
別

日
で
廃
止
し
ま
し
た
。

閉
校
式
は
去
る
初
日
間
分
校
で
市
長

ら
関
係
者
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た

東
部
中
学
校
西
布
施
分
校
は
、

ω年

3
月
引
日
で
防
止
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
.
新
学
期
か
ら
生
徒
数
が

一
年
九
人
、
二
、
三
年
各
十
三
人
に
減

る
た
め
、
複
式

て

単
式

一
の
授
業
と

な
り
、
教
育
効
果
が
非
常
に
減
退
す
る

市

民

会

舘

予
算
額
を
三
七
六
万
円
と
し
、
維
持

管
理
に
要
す
る
経
費
の
み
計
上
し
、
使

用
料
等
の
収
入
に
よ
っ
て
は
建
設
費
に

対
す
る
償
還
金
も
あ
り
、
到
底
収
支
の
二

均
衡
を
得
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
、

二

一

般
会
計
よ
り
六
七
万
円
を
繰
入
れ
ま
し
二

た

。

二

そ
の
ほ
か
下
水
道
事
業
会
計
に
は
一

一

一
一、
七
五
三
、
九

O
O円
、
簡
易
水
道
一

一

事
業
会
計
七
八
U
、ご一

O
O
円
、
日
雇

二

労
働
者
就
職
支
度
金
貸
付
会
計
三
二

一

。
、
八

O
O
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
一

一

防

山
地
方
面
の
消
防
活
動
を
円
滑
に
す

る
た
め
一

O
五
万
円
で
可
搬
式
動
力
ポ

ン
プ
五
台
を
購
入
す
る
と
と
も
に
、
防

火
貯
水
槽
を
三
ケ
所
に
設
置
す
る
費
用

七
八
万
円
、
島
尻
防
火
水
槽
に
三

O
万

円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

衛

生

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
お
び
た
だ
し

い
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
た
め
、
二

0
ト
ン

程
度
の
処
理
能
力
を
も
っ
焼
却
場
の
建

設
費
と
ゴ

ミ
集
め
車

一
台
購
入
費

て

三
六
五
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

災
害
復
旧
事
業

部

l
u
年
の
農
林
災
害
に
よ
る
、
農

地
、
林
道
、
農
業
用
施
設
の
復
旧
事
業

費
と
し
て
四
二一

万
円
、
ま
た
お
年
の

土
木
災
害
に
よ
る
橋
、
道
路
の
復
旧
事

業
費
と
し
て
九

O
九
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

消

昭和38年4月1日発行

認
定
す
る
旨
の
報
告
が
あ
り
、
各
会
計
決
算
は

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
展
終
日
の
お
日
、
「
電
話
料
金
の
適

正
化
な
ら
び
に
無
電
話
部
落
解
消
に
関
す
る
意

見
書
」
と

「労
働
条
件
改
善
等
に
関
す
る
意
見

書
」
を
そ
れ
ぞ
れ
関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る
こ

と
を
満
場

一
致
で
決
し、

直
ち
に
送
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た。

"..' 3月市議会・4"'#，，"，.，'・

新
年
間
同
予
算
等
を
審
議
す
る
3
月
定
例
市
議

会
は
、
去
る

3
月
ロ
日
招
集
さ
れ
、
ロ
日
聞
に

わ
た
り
、

提
案
さ
れ
た
四
四
議
案
に
つ
い
て
慎

重
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た。

ま
た
昨
年
の
ロ
月
定
例
会
に
お
い
て
継
続
審

査
と
な
っ
た
お
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
六
件

に
つ
い
て
は
、決
算
審
査
特
別
委
員
長
よ
り
二
、

三
の
点
に
対
す
る
注
滋
事
項
を
付
し
て
乙
れ
を

ー... ， . .，....._・・・'."・・'，，'・、帽.・・'. "圃・ . ... . ，-・・'・.~・‘ ....，.、""，， ，，'、' ，' 、，・・・.

-

p

一一

県
統
計
協
会
の
編
集
で
、
正
し
く
県

別

即

一
一
勢
を
理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と、

眼
で

休

面

{

一
一
見
る
県
勢

。「
伸
び
ゆ
く
富
山
県
」
を
発

株

ペ

リ

一
一
行
し
ま
し
た
。

混
日
日

比

一

一

最
新
の
富
山
県
地
図
を

一
紙
面
い
っ

加

し

用

一
一
ぱ
い
に
色
刷
り
し
、
裏
面
に
は
、
話
題

引

ま

伝

一
一
の
中
心
、
新
産
業
都
市
建
設
計
画
の
構

叩

き

宣

ニ

ぷ

で

に

ご

想

図

を

伊

め

産

業

、
商
工
業
、
農
業
な

は

い

体

一
一
ど
学
生
の
教
材
に
も
、
社
会
人
と
し
て

で

そ

o

団

一一
も
是
ド
却
っ
て
お
き
た
い
富
山
県
の
実

舘

い

す

係

ニ

ゴ

ヅ

ト

族

を

ま

関

一一
状
を
わ
カ
り
や
す
く
図
表
で
画
い
て
い

水

備

し

の

一一
ま
す
。
一
部
八

O
円
で
、
購
入
希
望
者

、
整

舘

外
む
一

一
ま
市
役
所
総
務
課
へ
申
込
み
く
だ
さ

え

の

開

内

J

一一
、
3

迎

憎

ら

県

れ
士
レ
a

を

水

か

ち

パ

一一

ン

内

日

だ

則

一一

ズ

諮

引

き

町

一一

-

や
仰
さ
吋
一

一
一

γ

設

て

に

M
M

一
一

楽

新

し

舘

悦

一一

行

の

新

開

∞

一一

所

一

工
一一

H

伸
び
ゆ
く
富
山
県
μ
発
行

リ
水
族
舘
・
埋
混
林
舘
H

4月 1
から開舘

上

水

道

事

業

訂
年
度
末
に
お
い
て
見
込
ま
れ
る
歳

入
不
足
額
二
二
三
万
円
を
合
め
、
二
、

五
九
六
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

お
平

度
の
収
支
は
普
及
率
の
伸
び
も
あ
り
、

一
O
O
万
円
程
度
の
黒
字
が
み
乙
ま
れ

ま
す
の
で
、
均
年
度
の
累
積
赤
字
は
一

二
八
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

水

族

舘

三
三
O
万
円
を
計
上
し、

特
別
会
計

で
あ
る
以
上
、
独
立
採
算
に
よ
る
運
営

が
好
ま
し
く
、
一

般
会
計
よ
り
の
繰
入

れ
を
二
一
八
万
円
と
し
ま
し
た
。
入
場

失
業
対
策
事
業

料
に
つ
い
て
は
、
凶
年
開
設
以
来
の
料

失
業
対
策
事
業
の
総
額
は
二
、
六
五
金
で
あ
る
た
め
、
諸
物
価
の
高
騰
よ
り

農

業

一

万
円
で
街
路

・
河
川
清
掃
、
ゴ
ミ
集

し
て
値
上
げ
も
や
む
を
え
な
い
も
の
と

民
有
林
資
源
開
発
の
た
め
林
道
の
新
め
、
道
路
補
修
、
排
水
路
整
備
工
事
、

し

て
、
4
月
!
日
か
ら
大
人
五

O
円
、

設
と
改
良
に
て

0
0
0
万
円
、市
有
林
道
路
新
設
お
よ
び
改
良
工
事
な
ど
を
行
ハ
現
行
四

O
円
〉
高
中
生
三
五
円

(三

の
植
林
お
よ
び
撫
育
管
理
こ
一

二
九
万

3
7》
1
1
t
t
t
p
J
j
t
t
t
r
J
t
f百
《
《

4
4
1
1
3
3
7
3
3
7》
1
j

B
y
-
-
I
l
l
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l」
税
一

、
七
八
六
万
円
、
税
収
一
六
六
万

円
、
県
の
果
樹
分
場
設
置
に
と
も
な
う

一

、

-

土
地
買
収
費
に
四
七
四
万
円
、
有
線
放

一

な

案

一

円
の
財
源
の
増
収
が
見
こ
ま
れ
る
こ
と

一

も

一

と、

事
業
等
に
対
す
る
特
定
財
源
の
増

送
電
話
助
成
金
五
三
万
円
、
奥
地
林
道

一

お

議

一

減
等
が
予
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
三
、
九

開
発
事
業
に
六

O
万
円
、
砂
防
な
ど
の

一

-

緊
急
治
山
事
業
に
五

O
万
円
、
ま
た
土

・1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
七
万
円
を
計
上
し
、
主
と
し
て
建
設

地
改
良
事
業
と
し
て
は
、

農
道
、
用

排

財

政

再

建

計

画

の
変

更

事
業
費
の
増
額
と
豪
雪
に
よ
万
対
策
費

水
路
の
新
設
お
よ
び
改
修
に
五

O
O万
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
は
訂
年
度
普
に
充
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
口

円
、
県
単
独
土
地
改
良
資
三
八
九
万
円
通
交
付
税
二
八
五
万
円
、
特
別
安
付
幼
稚
園
設
置
条
例
の
設
定

魚
津
市
幼
稚
園
設
置
条
例
の
設
定
は

幼
児
に
適
当
な
環
境
を
与
え
て
、
そ
の

身
心
の
発
達
を
助
長
さ
せ
る
た
め
、
幼

稚
園
の
設
置
が
強
く
要
望
さ
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、

4
月
1
日
か
ら
経
田
小
学

校
内
に
幼
稚
園
を
設
け
る
乙
と
に
し
、

保
育
料

(
一
ヶ
月
一
、

0
00
円
)
な

ど
を
き
め
ま
し
た
。
(
四
、
五
才
児
が

対
象
で
定
員
は
四

O
人
J

国

保

条

例

の
改

正

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
で
は
、
今
ま
で
は
第
一
期

分
税
額
は
仮
税
額
に
よ
っ
て
徴
収
し
、

そ
の
後
で
税
額
を
確
定
し
て
い
た
た
め

納
税
者
に
税
額
変
更
の
印
象
を
与
え
る

こ
と
と
事
務
の
煩
雑
を
き
た
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
お
年
度
か
ら
は
納
期
日
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

第
1
期

7
月
引
日

(前
4
月
)

第
2
期
叩
月
引
日
(

h

q

7

月〉

第
3
期

ロ

月

お
日
(
hv
m

月〉

日

お
年
度
一
般
会
計
予
算

五
億
三
千
七
百
万
余
円

四

四

議

案

を

可

決

"ーーーー』‘

報広

よ
る
繰
上
充
用
金
を
含
め
、
五
億
三
千

七
百

一
万
余
円
と
し
ま
し
た
。

人
件
費
は
前
年
皮
に
行
っ
た
給
与
改

訂
の
平
年
度
他
と
保
育
所
、
市
民
会
舘

幼
稚
園
の
新
設
、
社
会
教
育
関
係
の
増

強
に
よ
る
職
員
増
を
見
込
み
、

事
務
改

善
措
置
等
に
よ
る
職
員
減
に
つ
い
て
は

都
市
改
造
事
業
の
継
続
、
固
定
資
産
税

評
価
事
務
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
等
じ
充
て

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
物
件
費
に
つ
い

て
は
極
力
節
減
に
つ
と
め
、
物
価
の
乙

う
騰
に
よ
り

5
%の
増
を
見
込
み
ま
し

た
。
投
資
的
経
費
の
お
も
な
も
の
は
次

の
と
お
り
。

か
ね
年
か
ら
と
り
か
か
っ
た
大
谷
|
坪

野
を
結
ぶ
山
間
道
路
延
長
約
二
、
五
0

0
メ
ー
ト
ル
'を
四

O
O
万
円
で
新
設
し

ま
す
。

あ
り
カt

s付
ざ

ま
し
fこ

寄

前
年
度
に
く
ら
べ
八
、
七
四
八
万
円

の
増
額
(
国
庫
支
出
金
二
、
六
八
二
万

回
同
一

円
、
市
税
二
、

O
四

一
万
円
、
地
方
交

-
『
一
付
税
一

、
九

O
O
万
円
、
市
債
二
、
九

一
三
O
万
円
ほ
か
〉
と
な
り
ま
す
。

一

こ
の
う
ち
市
税
に
つ
い
て
は
、
幻
年

.'一

度
当
初
の
5
%
の
増
収
を
見
込
み
、
市

漣
局
一

民
税
に
お
い
て
扶
養
控
除
の
引
上
げ
に

4

.
よ
り
(
四

O
O円
を
五

O
O円
に
)
一一一

O
万
円
程
度
の
減
税
を
行
い
ま
し
た
。

歳

一O
、
0
0
0円
六
郎
丸
稲
場
敏
雄

(
亡
父
辰
之
助
殿
の
遺
志
に
よ
る
)

一
O
、
0
0
0円
島
尻
伊
藤
甚
一

(
亡
父
甚
二
殿
の
遺
志
に
よ
る
)

一
O
、
0
0
0円
友

道

金

山
清
次

(
亡
母
さ
と
殿
の
遺
志
に
よ
る
〉

六
一
一
円
観
音
堂
武
隈
孝
治

二
O
O円
市

内

匿

名

一
O
O円
紺
屋
町
桝
崎
千
鶴
子

(
以
上
拾
得
報
労
金
)

第
4
期

2
月
末
日
(

h

q

1

月
)

ま
た
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改

疋
で
は
、
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き

助
産
費
と
し
て
一

、
五
O
O円
、
死
亡

し
た
と
き
は
、
そ
の
者
の
葬
祭
を
行
う

も
の
に
対
し
て
葬
祭
費
と
し
て
て
五

0
0
円
を
支
給
す
る
乙
と
に
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ

4
月
か
ら
五

O
O円
増
額
し
ま

し
た
。

H

あ
き
す
な
ど
に
ご
用
心
μ

4
月
は
、

あ
き
す
な
ど
の
盗
犯
や
暴

力
犯
罪
の
ふ
え
る
季
節
で
す
。
お
互
い

に
十
分
気
を
配
り
、
ち
ょ
っ
と
戸
ス
に

す
る
と
き
で
も
戸
締
り
を
す
る
と
と
も

に
、
近
所
の
人
に
留
守
中
の
見
廻
り
を

お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

色

歳
出
予
算
の
総
額
は
、
赤
字
解
消
に

消

防

同

条

例

の

改

正

消
防
団
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
団

員
が
火
災
、
訓
練
、
瞥
減
な
ど
に
出
場

し
た
と
き
の
費
用
弁
償
を
二

O
O
円

に
改
め
、
ま
た
、
団
長
な
ど
の
手
当
を

増
額
す
る
と
と
に
き
め
ま
し
た
り

簡

易

水

道

給

水

条

例

の

改

正

簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改

正
で
は
、
胞
設
の
維
持
お
よ
び
管
理
を

円
滑
に
す
る
た
め
、

基
本
料
金
を
家
事

用
五
五
円
(
現
行
三

O
円
〉
営
業
用
九

O
円

(
現
行
四
五
円
)
に

4
月
か
ら
改

正
し
ま
す
。

三
役
の
給
与
お
よ
び
議
員
等
の

報
酬
に
関
す
る
条
例
の
改
正

市
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
な
ら

び
に
、
市
会
議
員
、
教
育
委
員
等
の
報

酬
お
よ
び
費
用
弁
償
を
類
似
団
体
に
見

合
う
程
度
の
額
に
引
き
あ
げ
ま
し
た
。

「春

火
災

予
防
運
動
」

の

で

ホ仇

日

7 

一般会計歳入歳出予算

款 別 割合

と
れ
か
ら
一
年
中
で
最
も
火
災
の
多

く
発
生
す
る
季
節
と
な
り
ま
す
が
、
乙

の
際
、
煙
突
や
か
ま
ど
等
、
火
の
元
を

点
検
し
、
火
事
を
出
さ
な
い
運
動
に
ど

協
力
く
だ
さ
い
。

市
消
防
本
部
で
は
運
動
期
間
中
、
次

の
よ
う
な
行
事
を
行
い
ま
す
。

1
日
は
市
内
全
家
庭
の
防
火
診
断
、

午
後
か
ら
は
鴨
川
附
近
一
帯
で
防
火
訓

練
を
実
施
し、

2
時
か
ら
防
火
パ
レ

ー

ド
を
行
い
ま
す
が
、

ζ

の
際
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
ま
す
。

ま
た

4
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
毎
日

午
前
7
時
、
午
後
9
時
の
二
回
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し、

防
火
思
想
の
普
及
に
つ

と
め
ま
す
。

、、tE
，J
日
可

門
ペ

U
町
M
U

町
腕

一

学

校

9
便
一
西
部
中
学
校
の
増
築
工
事
は
、
三
、

年
郵

一

7
重

一
六
八
二
万
円
で
鉄
筋
三
階
建

(普
通
三

和
乞

一特
別
四
教
室
、そ
の
ほ
か
保
健
室
な
ど
)

細川明

一の
校
舎
を
建
て
ま
す
。

一

ま

た
上
中
島
小
学
校
は
五
四

O
万
円

一
で
木
造
モ
ル
タ
戸
平
家
建
(.
理
和
室
、

一
給
食
室
な
ど
)
を
建
て
ま
す
。

一
そ
の
ほ
か
経
団
お
よ
び
天
神
小
学
校

一の
給
食
室
改
造
に
二
九
万
円
、
工
業
高

)
一
校
建
設
に
と
も
な
う
負
担
金
一
四
五
万

1
一
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

/
¥
園

都
市
改
造
事
業

昨
年
度
か
ら
5
ヶ
年
計
画
で
、
国
鉄

春
の
火
災
予
防
運
動
は

4
月
7
日
ま

で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
毎
年
3
月

下
旬
頃
か
ら
北
陸
特
有
の
フ

エ
ン
現
象

に
よ
っ
て
南
方
か
ら
温
い
風
が
吹
く
よ

う
に
な
り
、
桜
の
花
と
と
も
に
火
災
の

発
生
も
多
く
な
り
ま
す
。

市
の
火
災
状
況
を
み
ま
す
と
、
一
昨

年
ま
で
は
、
二
年
連
続
火
災
件
数
が
減

り
非
常
に
よ
ろ
乙
ば
し
い
状
態
が
続
き

ま
し
た
が
、
昨
年
は
一

挙
に
三
二
件
と

前
年
よ
り
二
ニ
件
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。こ
れ
を
原
因
別
に
み
ま
す
と
、
取
灰

油
引
火
、
煙
突
、
石
油
コ
ン
ロ
、
た
き

火
の
不
始
末
、
不
注
意
過
失
に
よ
る
も

の
が
大
部
分
を
し
め
て
お
り
ま
す
。

魚
津
駅
周
辺
お
よ
そ
三

O
万
平
方
メ
1

ト
戸
に
わ
た
り
、
都
市
計
画
事
業
を
す

す
め
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
二
、

一

O
O
万
円
を
計
上
し
て
、
道
路
の
築
造

や
移
転
補
償
お
よ
び
調
査
費
に
あ
て
ま

す。

S3~て 0 ノS:3ðO 月

土

木

大
熊
橋
改
良
に

一
O
O万
円
、
相
生

橋

(鴨
川
〉
改
良
に
五

O
万
円
、
舛
方

道
路
改
良
四

O
方
円
、
建
設
事
業
を
促

進
す
る
た
め
一
二
八
万
円
で
ダ

ン
プ
カ

ー
を
購
入
し
ま
す
。

ま
た
、
魚
津
駅
裏
か
ら
県
道
に
至
る

道
路
の
新
設
に
三
O
O
万
円
、
電
鉄
魚

津
駅
前
舗
装
に
二
六

O
万
円
、
そ
の
ほ

市税よケ栃
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L………一"投票日は 4月17日一一一…_!

(2) (昭和問9月13日)
釘3種郵便物認可季B広市津魚

あ
今後四年間、私たちの県政を担う県議会議

員の選挙は4月17日 〈水〉に行われます。

私たちの大切な県政は、私たちの選んだ代

の

名
前
が
も

れ
て
い
ま

せ
ん
か

補
充
名
簿
の
登
録

申

請

は

4
月

7
日
ま
で

昭和38年4月1日発行

乙
の
選
挙
の
有
権
者
、
す
な
わ
ち
投

票
で
き
る
人
は
、

ム
昨
年
ロ
月

m日
確
定
し
た
「
基
本
選

挙
人
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

ム
こ
ん
ど
新
し
く
4
月
3
日
現
在
で
作

る
「
補
充
選
挙
人
名
簿
」
に
登
録
さ

れ
る
人
、

乙
ん
な
人
た
ち
は
全
部
投
票
で
き
る

の
に
、
入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
場
合

|
選
挙
人
名
簿
に
名
前
が
の
っ
て
い
な

い
の
で
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら

あ
な
た
の
名
前
が
名
簿
に
の
っ
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
め
て
み
る
乙
と
は
大
へ

(第200号)

台、

選

拳

で

る

し、

ゆ

た

か

な

く

ら

し

表により、私たちのために運営されてはじめ

て、しあわせな豊かな生活が築かれます。

このように重大な選挙に一人の棄権者もな

く、与えられた権利を正しく表明してこそ、

公明な政治による明るい郷土の発展が期待さ

れます。

コ

fz;い
一票にわが夏識の精いっぱい 小島

ん
重
要
な
乙
と
で
す
。

補
充
名
簿
に

登
録
さ
れ
る
資
格

-
昭
和
四
年
4
月
4
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人

・
昭
和
犯
年
1
月
4
日
以
前
か
ら
引
続

き
3
カ
月
以
上
市
内
に
在
住
し
て
い

る
人

・
基
本
選
挙
人
名
簿
か
ら
も
れ
て
い
た

人乙
れ
ら
に
該
当
す
る
人
は
、
4
月
4

日
か
ら
7
固
ま
で
の
聞
に
必
ら
ず
登
録

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
以

後
は
受
付
で
き
な
い
乙
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
申
請
用
紙
は
市
選
挙
管
理
委
員

会
に
あ
り
ま
す
。

一
県

内

の

他

市

町

村

に

住

所
一

一
を
移

し

た

場

合

の

選

挙

権

一

-
l
l
l投
票
に
は
証
明
書
が
必
要

l
l
-

昨
年
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り

県
内
の
市
町
村
か
ら
本
市
に
転
入
し
、

そ
の
期
間
が
三
カ
月
に
達
し
な
く
て
も

選
挙
権
を
失
な
わ
な
い
乙
と
な
ど
、
今

回
の
選
挙
か
ら
同

一
県
内
で
住
所
を
移

し
た
場
合
の
選
挙
権
に
つ
い
て
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

転
入
者
で
補
充
名
簿
に

登
載
資
格
の
な
い
人

昨
年
9
月
日
日
以
後
、
県
内
の
他
市

町
村
か
ら
本
市
に
転
入
し
た
人
で
あ
っ

て
も
、

本
市
の
補
充
選
挙
人
名
簿
に
登

録
し
な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま
せ
ん
が
、

改
正
に
よ
り
前
の
住
所
地
の
投
票
区
で

投
票
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
場
合
は
、
前
往
所
地
か
ら
本
市

に
引
き
つ
づ
き
、
本
市
に
住
所
を
有
す

る
乙
と
の
証
明
書
を
提
示
し
て
投
票
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(証
明
書
用
紙
は
選
挙
管
理
委
員
会
に

あ
り
ま
す
)

な
お
、
前
住
所
地
が
か
な
り
遠
い
た

め
、
選
挙
当
日
投
票
所
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
、
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
不
在
者
投
票
請
求
す
る
と
き

は
、
や
は
り
前
記
の
一祉
明
書
を
提
示
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

転
出
先
で
補
充
名
簿
に

登
載
資
格
の
な
い
人

本
市
か
ら
県
内
の
他
市
町
村
に
住
所
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春

の

投

票

日

の

ご

注

意

。
投
票
日
は
午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時

ま
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
0

0
松
倉
第
一
(
白
倉
小
学
校
〉
お
よ
び

松
倉
第
二
ハ
古
路
熊
分
校
)
投
票
所

は
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

。
経
団
第
一
投
票
所

(経
団
連
絡
所
)

は
午
前
6
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
で

す。入

場

券
配

布

乙
ん
ど
の
選
挙
の
投
票
の
で
き
る
人

に
は
、

4
月
の
は
じ
め
に
区
長
さ
ん
を

通
じ
て
入
場
券
を
お
配
り
し
ま
す
が
、

も
し
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
と
き

は
、
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
至
急
連

絡
し
て
く
だ
さ
い。

陽
春
と
と
も
に
雪
も
消
え
さ
り
、
い

よ
い
よ
春
の
大
掃
除
が
行
わ
れ
る
時
期

と
な
り
ま
し
た
。

害
虫
類
も
冬
ど
も
り

か
ら
目
を
さ
ま
し
活
動
す
る
時
期
で

す
。
ま
た
鼠
の
駆
除
の
適
期
で
も
あ
り

ま
す
。
大
掃
除
は
お
互
い
の
地
区
ご
と

に
日
を
定
め
て
行
い
、
明
る
い
住
み
よ

い
環
境
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

マ
:・大
掃
除
は
カ

・
ハ
エ

・
ノ
ミ

・
ネ

ズ
ミ
な
ど
の
害
虫
を
徹
底
的
に
退
治

す
る
の
が
目
的
で
す
か
ら
平
素
手
の

と
ど
か
な
い
場
所
に
重
点
を
お
き
ま

し
ょ

う。

マ
:・
タ
タ
ミ
は
ウ
ラ
側
を
よ
く
日
に
当

て、

ゴ
ミ
を
た
た
き
出
し
、
床
に
は

新
し
い
新
聞
紙
を
三
枚
く
ら
い
重
な

る
よ
う
に
し
き
、
床
に
は
D
D
T
、

リ
ン
デ
ン
を
ま
き
ま
す
。

マ
・・・
ま
た
く
み
と
り
式
便
所
の
場
合
は

く
み
と
り
口
の
周
囲
の
上
を
一
五
セ

ン
チ
く
ら
い
堀
り
か
え
し
て
、
ウ
ジ

を
殺
す
薬
、
オ
ル
ソ
ジ
ク
ロ

l
w、

ベ
ン
ゾ
ー
ル
'を
三
O
倍
の
水
で
う
す

め
て
散
布
し
ま
す
。

功

を
移
し
、
新
住
所
地
で
選
挙
権
を
取
得

す
る
ま
で
の
閥
、
名
簿
登
録
さ
れ
て
い

る
本
市
の
投
票
区
で
投
票
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

乙
の
場
合
も
新
住
所
地
の
市
町
村
長

の
証
明
書
を
投
票
管
理
者
に
提
示
し
て

投
票
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
在

者
投
票
の
場
合
も
同
じ
で
す
。

不
在
者
投
票
が

で

き

人
る

投
票
は
投
票
所
に
行
っ
て
投
票
す
る

と
と
が
原
則
で
す
が
、
特
別
の
事
由
で

当
日
投
票
所
へ
い
け
な
い
人
は
、
4
月

沼
田
か
ら
泊
目
ま
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
の

(
証
明
書
が
必
要
〉

ム
選
挙
人
が
魚
津
市
以
外
で
職
務
ま
た

は
業
務
に
従
事
中
で
あ
る
と
き
。

ム
選
挙
人
が
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事

故
の
た
め
、
市
外
に
旅
行
中
や
滞
在

中
で
あ
る
と
き
。

ム
選
挙
人
が
病
気
、
け
が
、
舵
娠
、
体

が
不
自
由
ま
た
は
お
産
の
た
め
歩
く

乙
と
が
非
常
に
困
難
な
と
き
。

ム
県
内
の
市
町
村
か
ら
魚
津
市
に
転
入

し
、
そ
の
期
聞
が
三
ヶ
月
に
達
し
な

く
て
も
、

県
議
会
議
員
の
選
挙
権
を

失
な
い
ま
せ
ん
。
乙
の
場
合
、
前
住

所
の
投
票
区
の
投
票
所
で
投
票
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、

前
住
所
が
速
い
た
め
、

当
日
前
住
所

の
投
票
所
に
行
げ
な
い
と
き
。

ム
不
在
者
投
票
の
時
間
は
毎
日
(
土

・

日
曜
を
含
む
〉
午
前
8
時
初
分
か
ら

午
後
5
時
ま
で
で
き
ま
す
。

大

11111 

掃

除

マ
・
:
ゴ
ミ
の
始
末
は
、
焼
き
す
て
る

か
、
土
の
中
へ
埋
め
、
泥
や
石
は
、

で
き
る
だ
け
ゴ
ミ
箱
に
入
れ
な
い
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

開

制

叫

閣

す

一

冊

加

盟

申

幽

第

で

一

附

帽

岨

税

税

日

一

mm幽
産

車

は

初

一

四

回

資

動

期

月

一

柵

似

国

定

白

納

4
…

珊

州

幽

固

軽

一

遺
族
年
金
・
扶
助
料
が

福
祉
年
金
と
併
給

マ
・:
満
刊
才
以
上
の
人
で
、
遺
族
年
金

や
遺
族
扶
助
料
ま
た
は
普
通
扶
助
料

を
受
け
て
い
る
場
合
で
も
福
祉
年
金

が
支
給
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
遺
族
年
金
や
遺
族
扶
助
料
は

年
額
七

O
、
0
0
0円
以
下
、
普
通

扶
助
料
は
二
四
、
0
0
0
円
以
下
の

受
給
者
に
か
ぎ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

せ
っ
か
く
小
学
校
に
入
学
し
て
、

喜

確

か
め
て
か
ら
出
ま
し
ょ
う
。
一

ん
で
通
学
な
さ
る
お
子
さ
ん
を
、

事
故

学
校
の
行
き
帰
り
、
お
友
だ
ち
と
ふ
一

で
亡
く
し
た
り
、
ケ
ガ
を
さ
せ
る
こ
と
ざ
け
た
り
、
ポ
l
w
な
ど
を
も
っ
て
遊
一

は
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
庭
ぷ
乙
と
は
危
険
で
す
か
ら
道
草
せ
ず
に
一

に
と
っ
て
も
大
き
な
不
幸
で
す
。
例
年

帰
る

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

一

新
入
学
の
お
子
さ
ん
の
事
故
が
多
く
、
ぜ
ひ
い
ち
と

交

通

診

断

を

一

定
期
種
痘
と
乳
児
検
診
を
次

た

が

っ

て

悲

嘆

に

く

れ

る

お

母

さ

ん

…

の

よ

う

に

行

い

ま

す

の

で

該
当

が
た
も
多
い
わ
け
で
す
。
乙
と
し
小
学

お

子
さ
ん
の
安
全
対
策
と
し
て
、
い
一
者
は
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

校
に
入
学
さ
れ
た
お
子
さ
ん
を
、
お
持
ち
ど
通
学
路
の
交
通
診
断
を
な
さ
っ

て

一

腰

当

者

ち
の
ご
家
庭
で
は
、
お
子
さ
ん
に
正
し
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
乙
の
診
断
で一

ム
定
期
種
痘
H
昭
和
訂
年
1
月

い
交
通
の
き
ま
り
を
教
え
て
い
た
だ
く

車
の
交
通
量
と
道
路
の
状
態
を
よ
く
見
一

1
日
か
ら
訂
年
ロ
月
別
日
ま

よ
う
ね
が
い
た
い
も
の
で
す
。
と
ど
け
、
そ
の
う
え
で
お
子
さ
ん
の
通

…

で
の
出
生
者

正

し

い

歩

き

か

た

学

コ

l
ス
を
き
め
て
い
た
だ
き
た
い
も

一
V
乳
児
検
診

H
U
年
3
月
1
日
か
ら
お

の
で
す
。
な
に
よ
り
も
H

安
全
H

で
あ
る

一

年
2
月
却
日
ま
で
の
出
生
者

一

な

お
該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
が、

新

入

学

の

沿

子

さ

ん

之

:

:

:

一

通

知

も

れ

の

場

合

に

は

、

近

く

の

場

-
V

…
所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

H
交

通

の

よ

い

し

つ

け

を

μ

一
校

下

場

所

恐

恐

炉

時

一

4
月

4
月

一
上
中
島

連

絡
所

2
日

9
日

ま
ず
、
歩
道
の
あ
る
と
こ
ろ
は
歩
道
乙
と
が
第
一
で
す
か

一
住

吉

小

学

校

8
日

目
日

を
通
り
、

歩
道
の
な
い
と
こ
ろ
は
、
道
近
道
を
と
る
乙
と
だ
け
を
お
考
え
に
な

'
二
子
3

L
よ
帽
判
宇
ん

h
ゲ

h

q

h

q

路
の
右
は
し
を
通
る
よ
う
に
し
ま
し
よ

ら
ず
、
と
こ
ろ
こ
よ
っ
て
は
、
す
こ
し

'
l
;

3r

一
本

江

公

民

舘

9
日

目
日

ぅ
。

回
り
道
に
な
っ
て
も
、

車
の
交
通
量
の
，，
経

団

小
学
校

川

田

山

田

つ
ぎ
に
、
お
子
さ
ん
の
事
故
で
最
も
少
な
い
道
路
を
お
選
び
に
な
る
よ
う
お
三
¥

ド

天

U

F

O

-

日

グ

多
い
の
は
、

車
の
す
ぐ
前
と
通
っ
た
す
す
す
め
し
ま
す
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
を

そ
-
d
Jf

，
西

布

胤

連

絡

所

内

田

辺

日

ぐ
あ
と
の
横
断
で
す
。

そ
乙
で
、
道
を

上
級
生
の
み
な
さ
ん
に
引
率
し
て
も
ら

一
日

積

公

民

舘

日

目

的

ω
日

横
切
る
と
き
は
、
右
、
左
を
よ
く
み
て
う
乙
と
や
、
交
通
安
全
自
治
班
の
力
を

，一
片

貝

診
療

所

泣

日

初

日

安
全
を
確
め
て
か
ら
渡
る
よ
う
に
、
実

借

り
る
こ
と
な
ど
を
P
T
A
の
立
場
、

，

ー

ヵ
v

大

町

小

学
校

お

目

。

際
に
手
を
と
勺
て
そ
の
要
領
を
教
え
て

ら
積
-他
的
に
と
り
あ
げ
て
い
た
だ
く
こ

，一
松

倉

連

絡

所

M
U
日

5
月
2
日

く

だ

さ

い

。

と

も

一

つ

の

方
法
で
す
o

'

一
道

下

小
学
校

お

目

。

ま
た
、
せ
ま
い
道
か
ら
広
い
道

へ

急

(

魚

津

欝

祭

暑

)

，一
村

木

小

学

校

5
月
2
日

9
日

に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
、
よ
く
安
全
を

一

-

l

り

読
書
に
趣
味
の
あ
る
方
は
ど
し
ど
し
加

一

犬

の

登

録

と

¥

〆

』

~

ポ

舘

ヒ

入

さ
れ
る
よ
う
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
o

t

人

イ

d
'
a
F
U
書

ょ

一

狂

犬

病

予

防

注

射

FJ
件
、
領
、
l

九
九
日
だ

八

新

刊

案

内

V

一

4

・

E

一

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行

魚

津

読

書

会

を

結

成

書

名

著

者

一
い
ま
す
。
生
後
、
九

O
日
以
上
の
犬
を

憂
愁
平
野

井
上

靖

一
飼
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
近
く
の
場
所

入
会
希
望
者
は
申
込
み
を

古
都

川
端

康
成

一
で
必
ら
ず
う
け
て
く
だ
さ
い
。

図
書
舘
で
は
、
市
内
各
方
面
の
製
望

む
ら
雲

ω
か

な

た

に

河

上

末

子

一
マ
・:
費
用
は
登
録
料
三

O
O円
、
注
射

も
あ
り
、

魚
津
読
書
会
の
結
成
に

つ

い

陥

ら

れ

役

源

氏

鶏
太
一

手
数
料
一
五

O
円
、
注
射
済
票
交
付

て

準

備

を

す

す

め

て

い

ま

し

た

が

、

去

大

型

小

型

。

一

手
数
料
三

O
円
、
計
四
八

O
円
で
、

る
3
月
げ
目
、
約
百
名
の
参
加
の
も
と

拝

啓

天

皇

陛

下

様

棟

田

博

…

そ
の
ほ
か
印
章
を
持
参
く
だ
さ
い
。

に
結
成
大
会
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。
当

日

熱

球

悲

願

長

島

茂

雄

Z
Y
--登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
の
す
ん

は
県
立
図
書
舘
長
な
ど
来
賓
多
数
が
出
金
儲
け
な
る
ほ
ど
帳

益

田

金

六

一

で
い
な
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
場
合

席
し
、
前
途
を
祝
っ
て
激
励
の
言
葉
が

ビ

ジ
ネ

ス

話

術

永

田

久
光

一

は
、
飼
主
が
損
害
賠
償
の
ほ
か
、
法

あ
っ
た
後
、
会
長
に
大
谷
清
瑞
、
副
会
成
功
す
る
型
し
な
い
型

一

に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
乙
と
が
あ
り
ま

長
に
猿
倉
玲
子
、
宮
居
静
雄
の
各
氏
脅

実
業
之
日
本
社

一

す。

選

び

ま

し

た

。

成

功

す

る

ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン

一
マ
:
・
都
合
に
よ
り
受
け
な
か
っ
た
と
き

O
魚
津
読
書
会
の
概
要

三
神

良

三

一

は
市
民
課
の
窓
口
へ
申
し
で
て
登
録

・
会
員
の
資
格
H
市
内
に
居
住
す
る
者
大
平
洋
戦
争
へ
の
道
朝
日
新
聞
社

一

を
し
て
く
だ
さ
い
。

お
よ
び
市
内
に
勤
務
す
る
者
で
あ
れ
成
功
す
る
ア
イ
デ
ア
の
つ
か
み
方

一

4
日
松
倉
連
絡
所
前

ば

、

年

令

、

性

別

、

職

業

を

関

わ

ず

市

橋

立

彦

一

(
前
川

t
正
午
〉

誰
れ
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

社

会

人

の

手

帳

社

会

思

想

社

一

兆

山

池
上
理
髪
庖
前

・
会
の
組
織
H
成
人
読
書
会

(
一
般
、
茶
道
の
基
礎
千
宗
与
監
修

一

(後
2
1
4
)

大
学
生
〉
学
生
読
書
会

(

高

校

、

中

淡

交

新

社

編

集

部

編

上

中

島

連

絡

所

前

学
生
)
児
童
読
書
会

(小
学
生
)
の

最
新
シ
イ
タ
ケ
栽
培
法
広
江

勇

(
前
川

i
正
午
)

三
つ
の
会
か
ら
な

っ
て

い

ま

言

。

小

習
字
全
伝

千

宗

興

監

修

石

垣

常

念

寺

境

内

・
会
の
運
営
と
事
業
H
各

会

は

毎

月

一

文

、
浜
本
宗
俊

(

前

日

i
正
午
)

回

の

定

例

会

を

も

ち

、

そ

の

ほ

か

機

創

意

こ

そ

が

す

べ

て

だ

火

の

宮

源

平

湯

前

関
紙
の
発
行
、
史
跡
め
ぐ
り
、

ハ
イ

ジ
エ

l
ム
ス
・
D
・ロ
ウ
N
フ

(

後

2
i
4〉

キ
ン
グ
、
映
写
会
お
よ
び
読
書
会

、

内

部

の

敵

蛇

回

、

藤

森

勘

助

方

前

グ
戸
l
プ

の

交

流

等

を

行

う

こ

と

に

ロ

バ

l
卜
・

F
・
ケ

ネ

デ

ィ

(

前

叩
i
正
午
〉

し

て

い

ま

す

。

ガ

ス

分

析

計

の

使

い

方

江

口

、
江
幡
三
郎
衛
門
方
前

事
務
所
は
図
書
舘
に
あ
り
ま
ず
か
ら

日

刊

工

業

技

術

選

書

(後
1
t
3〉

E週圃窪田E酒・m.
種号
痘う
と
検銑
児

5
日

6 
日

8 
H 

日

経
団
連
絡
所
前

(前
9
・
初

i
後
4
〉

加
積
農
協
前

(前
9
・
初

i
後
2
〉

片
員
連
絡
所
前

(前
9
・
初
、
(
正
午
〉

横
枕
沢
田
商
白
前

(後

1
1
2
)

日
カ
青
島
社
宅

ハ
前
川

i
後
4
〉

市
役
所
前

(前
9
・
釦

i
後
4
)

日
カ
記
念
社
宅

(前
9
・
叩

i
後
1
)

上
村
木
公
民
舘
前

(後
2
i
4〉

魚
津
保
健
所
前

(前
9
・
叩

i
後
4
〉

10 
日

12 
日

14 
日

16 
日

18 
日富

山
県
優
良
乱
幼
児

選

彰

会

の

市

予

選

県
と
富
山
新
聞
社
共
催
に
よ
る
乳
幼

児
の
選
彰
会
は
5
月
間
日
行
わ
れ
ま
す

が、

本
市
の
優
良
な
乳
幼
児
を
推
せ
ん

す
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
予
選
会
を
行

い
ま
ず
か
ら
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

ム
選
彰
範
囲

乳
児
U
昭
和
訂
年
4
月
!
日
以
後
の

出
生
者

幼
児
H
昭
和
お
年
4
月
1
日
か
ら
幻

年
3
月
引
日
ま
で
の
出
生
者

マ
日
時

H
4月
お
日
午
前
川
時

マ
場
所
H
市
役
所
議
場

マ
申
込
み
H
参
加
希
望
者
は

4
月
別
日

ま
で
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
保

護
者
名
を
記
入
の
上
、
保
険
衛
生
課

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

狩
猟
免
状
を

返
納
し
て
く
だ
さ
い

狩
猟
の
猟
期
も
3
月
日
日
を
も
っ
て

お
わ
り
ま
し
た
が
、
狩
猟
者
に
交
付
さ

れ
て
い
る
狩
猟
免
状
は
、
規
程
に
よ
り

期
間
満
了
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
交
付

を
受
け
た
行
政
庁
に
返
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

乙
の
狩
猟
免
状
を
返
納
し
な
い
場
合

に
は
、
今
後
免
状
を
交
付
し
な
い
と
の

県
の
強
い
指
示
も
あ
り
ま
す
の
で
、
免

状
裏
面
に
鳥
獣
捕
獲
頭
数
を
記
入
さ
れ

て
4
月
刊
日
ま
で
、
農
林
謀
へ
届
け
て

く
だ
さ
い
。

魚
津
保
健
所
で

は
、
成
人
病
予
防

早
期
発
見
を
目
的

に
血
圧
測
定
や
精
密
検
査
な
ど
に
よ
る

「
成
人
病
相
談
日
」
を
毎
週
月
限
日
に

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
4

月
中
は
中
止
し
ま
す
の
で
お
し
ら
ぜ
し

ま

す

。

(

魚

津

保

健

所

)

「成
人
病
相
談
」

4
月

は

中

止

× 

× 


